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【内容要旨】（１，２００字以内） 

 

課題設定 

裁判外紛争処理の１つの医療メディエーションは、認知バイアスに対して情報開示と共有

を行い、医師・患者の信頼関係の再構築を行うモデルである。このモデルの中心である情

報開示に焦点を当て、医療紛争での原因情報開示が医師に対する患者の否定的感情がどの

ように変化するのかを実験的に明らかにすることを本研究目的とした。 

方法 

意図的原因とは医師の不注意又は不十分な共感態度であり、回避可能の場合とし、無意図

的原因とは医師の態度に無関係な原因、不可避の場合と定義した。質問票は日本の４都市

の外来患者３８５人に配布した。質問のシナリオは、医師への否定的感情を惹き起こす医

師の態度で、その内容は回避、拒否、支配、インシデント、有害事象とした。感情評価は、

まず①不快情動、次に②否定的感情を調査し、最後に前記の①、②の２種類の原因情報開

示に対する評価を７点評価（１：全く同意できない、７：全く同意できる）で求めた。統

計記述は平均値（標準偏差）、分析は ANOVA等を用いた。 

結果 

有効回答は６２.９％（２４２/３８５人）であった。性別では女性が３.２倍で男性より多

かった。２０～６９歳が全体の８９.６％であった。診療科別では内科系が５０.４％、外

科系は４５.５％であった。 

①の不快情動は全てのシナリオで発生した。そして②の否定的感情も同様に全てで発生し

た。その評価点数は有害事象が最も高く、１８.９（３.２）、インシデントで１７.８（３.

８）、支配は１４.５（４.２）、拒否は１３.６（４.１）、回避は１３.５（４.６）の順であ

った。有意差では事象とインシデント（p<0.0001）、及びインシデントと支配（p<0.001）

間で認めた。また、性差の有意な影響は支配の場面でのみであった。さらに、この否定的

感情に意図的原因情報が開示された後の場面では、否定的感情の度合いを示す値は、前値

より３（有害事象）～３３（インシデント）％と有意に上昇した。これとは対照的に無意

図的原因情報の開示の場面では、１１（支配）～４３（回避）％と有意に低下した。 

考察 

医師の不注意や態度の原因情報開示では、患者の医師への否定的感情は変化を引き起こし

たことが結果から示された。この変化は有害事象で最も大きく、回避が最も低かった。ま

た、原因情報開示後、患者の意に反すると考えられていた医師の態度が再評価を受け、原

因情報の内容により否定的感情が強まったり、逆に弱められたりした。こうした点数の相

違は臨床現場で経験する患者の感情変化と同様であり、経験的に妥当な結果と理解した。

また、認知齟齬による感情が変化したことから、新しい情報開示は推論評価を介在させ、

認知齟齬解決の可能性が示唆された。 

結論 

医師の一見配慮のない患者への態度は否定的感情を患者に惹起された。医師の態度の無意

図的な原因情報開示は否定的感情を低下させた。原因情報開示は医師の態度が無意図的、

意図的に係わらず開示すべきである。 
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